
長
寿
祈
願
祭
に
続
い
て
井
原

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
・
川
相

肇
会
長
（
倉
掛
１
組
）
が
開
会

挨
拶
。
続
い
て
市
長
代
理
の
松

山
氏
が
「
健
康
寿
命
日
本
一
の

ま
ち
を
目
指
し
、
笑
い
を
と
り

入
れ
た
サ
ロ
ン
な
ど
に
力
を
注

い
で
も
ら
い
た
い
」
。
先
の
衆

院
選
挙
で
当
選
し
た
村
田
代
議

士
、
加
藤
代
議
士
ら
来
賓
も
出

席
し
て
「
近
代
日
本
を
築
か
れ

た
皆
様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
と

祝
辞
を
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
演
芸
の
部
に
移
り

小
学
１
年
生
の
合
唱
や
舞
踊
、

子
ど
も
神
楽
な
ど
を
楽
し
ん

だ
。
倉
掛
婦
人
会
の
丸
山
節
子

支
部
長
ら
役
員
は
、
前
日
の
会

場
設
営
や
お
年
寄
り
の
送
迎
な

ど
に
多
忙
を
極
め
た
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
が
つ
ど
え
〜

る
一
階
で
九
月
八
日
、
秋
の
ふ

れ
あ
い
交
流
会
を
開
き
、
会
員

ら
三
十
二
人
が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
同
サ
ロ
ン

の
田
原
耕
太
郎
代
表
が
「
本
日

は
お
二
人
の
講
師
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
ら
愛
情
を
込
め
た
お
は
ぎ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
ご
ざ
い
ま
す
。

楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
」
と

挨
拶
。

健
康
講
座
に
移
り
、
西
部
い

こ
い
の
里
支
援
セ
ン
タ
ー
の
森

本
亜
紀
講
師
が
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
心
配
さ
れ

て
い
る
。
若
い
人
た
ち
の
方
が

外
へ
出
る
機
会
も
多
く
、
感
染

率
は
高
い
」
な
ど
と
説
明
。
続

い
て
約
四
十
分
間
、
全
員
で
体

操
を
行
い
、
バ
ト
ン
振
り
ゲ
ー

ム
で
紅
白
２
チ
ー
ム
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

二
部
で
は
柳
澤
大
作
講
師
が

オ
カ
リ
ナ
を
披
露
。
「
月
の
砂

漠
」
「
里
の
秋
」
「
村
祭
り
」

「
故
郷
」
「
お
富
さ
ん
」
「
見

上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
な

ど
八
曲
を
演
奏
す
る
と
、
参
加

者
は
懐
か
し
そ
う
に
口
ず
さ
ん

で
い
た
。

井
原
町
秋
季
大
祭
の
十
月
二

十
五
日
、
交
通
安
全
・
鬼
ま
つ

り
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
る
。

鬼
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
三

宅
秀
治
会
長
は
「
伝
統
の
奇
祭

で
す
。
午
後
一
時
二
十
分
に
向

町
を
出
発
し
、
と
ま
と
さ
ん
家

前
で
休
憩
。
郷
社
へ
は
午
後
三

時
三
十
分
頃
の
到
着
予
定
で

す
」
と
Ｐ
Ｒ
に
余
念
が
な
い
。

倉
掛
か
ら
は
子
ど
も
七
人
、

大
人
八
人
が
鬼
に
扮
し
て
一
行

に
加
わ
る
予
定
。

生
涯
学
習
や
住
民
交
流
の
促

進
を
図
ろ
う
と
倉
掛
自
治
連
合

会
は
九
月
の
定
例
会
で
倉
掛
文

化
祭
に
つ
い
て
検
討
。
役
員
ら

は
「
意
義
深
い
」
と
し
て
実
施

の
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
た
。

先
般
、
十
二
月
十
二
〜
十
三

日
に
つ
ど
え
〜
る
で
の
開
催
を

決
定
。
近
日
中
に
婦
人
会
や
少

年
団
育
成
会
、
サ
ロ
ン
あ
す

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
交
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
井
原
ら
と
内
容
に

つ
い
て
協
議
す
る
。

予
定
で
は
絵
画
・
書
道
・
生

け
花
・
写
真
・
編
み
物
・
洋
裁

・
手
工
芸
・
彫
刻
な
ど
の
趣
味

作
品
を
募
集
。
各
家
庭
に
あ
る

珍
し
い
物
や
懐
か
し
い
物
も
展

示
の
対
象
に
含
め
る
見
通
し
。

応
募
用
紙
は
回
覧
で
各
戸
へ
配

布
。
つ
ど
え
〜
る
事
務
局
で
申

込
み
を
受
け
付
け
る
。
（
電
話

６
２

－

９
０
９
０
）

自
治
連
合
会
の
川
相
益
一
会

長
は
「
初
め
て
の
こ
と
で
、
ど

の
程
度
の
規
模
に
な
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
住
民
の
皆
様
か

ら
多
く
の
出
展
を
い
た
だ
き
楽

し
い
文
化
祭
に
し
た
い
」
と
期

待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。
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〈発行所〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／川相益一

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/̃kurakake/

井原町敬老会

 森兼チヨノ(102)12-2組
 浅雛 政子(99)３ 組
 今井 岩男(95)４ 組
 倉橋 光子(94)６ 組
 藤原 唯志(94)17 組
 實森 静江(93)５-2組
 佐藤 幸枝(92)５-1組
 黒田 とみ(92)８ 組
 妹尾 君代(92)３ 組
 片岡 春枝(92)11 組
 今井二三子(92)４ 組
 妹尾 稔(91)９ 組
 小川 保世(91)１ 組
 川相百合子(90)５-1組
 若林恵美子(90)２ 組
 猪原 藤子(90)２ 組
 田中真佐枝(90)15-1組
 安原 久子(90)10 組
 渡辺ヤチエ(89)15-2組
 原田マサコ(89)８ 組
 三宅 清香(89)９ 組
 大久保 格(89)８ 組
 妹尾八重子(89)８ 組
 山本 末男(88)４ 組
 田中ユキコ(88)８ 組
 川田 玉枝(88)16 組
 山田 逸夫(88)８ 組
 若林 義夫(88)10 組
 山岡 正道(88)17 組
 片岡 昇(88)11 組

《倉掛ご長寿番付》
10月13日現在 敬称略

平
成
二
十
一
年
度
井
原
地
区
敬
老
会
が
九
月
六
日
、
井
原
小

学
校
体
育
館
で
開
か
れ
、
井
原
町
内
に
住
む
七
十
五
歳
以
上
の

お
年
寄
り
多
数
が
出
席
し
た
。

サロンあすは交流会

鬼
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド

午
後
１
時
20
分
出
発

倉掛文化祭

指導する西部いこいの里支援センターの柳澤大作講師

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
つ
ど

え
〜
る
で
十
二
月
五
日
、
地
域

力
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う

と
、
ま
ち
づ
く
り
実
践
講
座
が

開
か
れ
る
。

講
師
は
斬
新
な
企
画
力
で
全

国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
兵

庫
県
朝
来
市
職
員
の
馬
袋
真
紀

氏
。
午
後
一
時
受
付
。
演
題
は

「
地
域
づ
く
り
は
楽
し
い
」
。

入
場
無
料
。



倉
掛
山
岳
同
好
会
が
九
月
二

十
日
〜
二
十
一
日
、
四
国
の
霊

峰
石
鎚
山
（
１
９
８
２
ｍ
）
に

挑
戦
し
、
参
加
し
た
十
三
人
全

員
が
登
頂
し
た
。

一
行
は
二
十
日
午
後
二
時
に

郷
社
を
出
発
。
し
ま
な
み
海
道

を
経
由
し
て
夕
刻
、
愛
媛
県
西

条
市
の
石
鎚
本
社
へ
到
着
し

た
。
年
三
度
は
石
鎚
山
へ
登
る

と
い
う
信
者
の
松
井
憲
司
さ
ん

の
案
内
で
本
殿
へ
参
拝
し
て
安

全
祈
願
。
そ
の
夜
は
神
社
会
館

へ
一
泊
し
た
。

二
十
一
日
も
晴
天
。
西
之
川

下
谷
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
１

３
０
０
ｍ
地
点
へ
。
ゴ
ン
ド
ラ

を
降
り
て
約
二
十
分
歩
く
と
中

宮
成
就
社
。
午
前
八
時
過
ぎ
、

神
門
を
く
ぐ
り
本
格
的
な
登
山

を
開
始
し
た
。
や
が
て
試
し
の

鎖
、
一
の
鎖
、
二
の
鎖
、
三
の

鎖
の
岩
壁
が
迫
る
。
女
性
で
は

横
田
さ
ん
と
片
山
さ
ん
が
こ
れ

ら
に
挑
戦
し
、
自
力
で
登
り
き

っ
た
。

連
休
と
好
天
が
重
な
り
多
く

の
登
山
者
で
混
雑
す
る
中
、
倉

掛
の
メ
ン
バ
ー
は
予
定
通
り
午

前
十
一
時
頃
に
頂
上
社
へ
。
鎖

を
避
け
て
一
般
道
を
登
っ
た
人

は
こ
れ
よ
り
早
く
同
十
時
二
十

分
頃
に
登
頂
し
た
。
個
々
に
昼

食
を
と
り
、
天
狗
岳
へ
も
足
を

伸
ば
す
な
ど
し
て
石
鎚
の
絶
景

を
堪
能
し
た
。

井
原
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好

会
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
九
月

二
十
七
日
、
井
原
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
Ａ
Ｂ
の
２
面
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
、
倉
掛
チ
ー
ム
は

Ｂ
コ
ー
ト
優
勝
を
飾
っ
た
。

倉
掛
は
準
決
勝
で
中
町
と
対

戦
。
初
回
に
13
点
を
入
れ
る
な

ど
し
て
21
対
２
の
快
勝
。
続
く

猪
清
と
の
決
勝
戦
で
は
田
中
利

治
さ
ん
、
山
元
幸
治
さ
ん
、
塚

村
秀
司
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
放
つ
な
ど
の
毎
回
得

点
。
小
川
泰
之
さ
ん
の
好
投
も

あ
っ
て
13
対
０
と
完
封
で
優
勝

を
決
め
た
。

本
年
度
最
後
の
大
会
と
な
る

井
原
公
民
館
杯
は
十
一
月
八
日

に
行
わ
れ
る
。

井
原
町
秋
季
大
祭
を
十
月
二

十
五
日
控
え
、
郷
社
の
当
番
が

準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
。

舞
台
設
営
を
は
じ
め
と
す
る

神
楽
関
係
の
一
切
を
仕
切
る
今

年
の
区
当
番
は
倉
掛
１
組
と
２

組
。
十
月
十
日
に
は
大
鳥
居
の

し
め
縄
を
奉
納
し
た
。

一
方
、
郷
社
拝
殿
前
の
大
し

め
縄
は
新
講
東
組
の
講
員
が
十

月
十
七
日
に
集
ま
り
、
長
さ
約

４
ｍ
50
㎝
・
直
径
約
15
㎝
の
大

し
め
縄
を
作
る
。
各
当
番
の
宮

上
が
り
は
十
月
十
七
日
と
同
十

八
日
に
執
り
行
わ
れ
る
。
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10/17  自治連合会防犯パトロール

10/18  倉掛少年団公園・堤清掃

10/25  井原町秋季大祭

11/ 1  消防団第３部試運転日

11/ 1  岡山県高校駅伝競走大会

11/ 8  倉掛少年団・秋季資源回収

11/ 8  公民館杯ソフト＆バレー大会

11/9～11 少年団夜警活動（三日間）

11/14  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時

11/14  三世代交流グラウンドゴルフ

11/21  自治連合会防犯パトロール

11/22  井原公民館学習作品発表会

12/ 5  つどえ～るまちづくり講演会

講師：馬袋真紀（朝来市）

12/ 6  サロンあすはクリスマス会

12/ 6  倉掛少年団クリスマス会

12/12～13 倉掛文化祭

12/20  全国高校駅伝競走大会

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

■小学５年生との交流会

井原小学校の課外授業として毎年行われ

ている５年生との交流会が９月３０日、倉

掛公民館で午前１０時から行われ、地元の

児童６人と民生児童委員を含む大人８人が

参加した。この集いは子どもたちが主体と

なって企画。自己紹介に続いてトランプや

お話しタイム、輪投げなどを一緒に楽しん

だ。

②少年部４００ｍＲ
尾名駿一、山元菜々美

③ボールけりリレー
黒崎里美

④中学校４００ｍＲ（女）
山岡早稀

⑥五浦釣人
田中憲治・瞭一

⑦親子４００ｍＲ（女）
房野南々帆

⑩ディスクキャッチ（女）
川上景子

⑬男子８００ｍ競走
田原博己

⑭壮年リームリレー
川相益一

⑮クリーンキャンペーン
谷 典子

⑯壮年４０代４００ｍＲ
渡辺伸太郎、山元幸治

⑱玉入れ競技
黒崎里美、川相順子、
渡辺照子

（敬称略）

倉
掛
地
区
選
手

市

民

体
育
祭川上景子さん

（１３－３組）
田中憲治さん瞭一君

（８組）

田原博己さん
（１３－１組）

渡辺伸太郎さん
（１５－１組）

足
次
山
神
社


